
 

近年、社会調査データを用いた実証研

究や統計学・社会調査教育に注目が集

まっている。しかし、社会調査の実施に

は多大な時間・労力・経費が必要となる

ため、実施が難しい場合も多い。このよ

うな問題を解決する一つの手段として、

データアーカイブの活用がある。本セミ

ナーでは、既存の社会調査を用いた二次

分析や統計・調査を支援する組織として

のデータアーカイブの機能と役割を紹介

する。また、立教大学社会調査データ

アーカイブ（ＲＵＤＡ）の解説をはじめ、

日本国内外で活動している主要なデータ

アーカイブをいくつか取り上げ、データ

の検索・入手方法といった具体的な活用

方法について実践的に解説する。

▶ 日時

2026年

5月21日（木）
17:30-19:00

統計や量的調査に

関心がある学部生・

院生・教職員（兼任

講師含）

▶ 対象者

▶ 定員

4０名

▶ ZOOM

オンライン開催
（講義形式）

▶ 申込方法
下記QRコードから
参加登録をしてください

※お申し込みは5/19(火)17時まで

 

第１回社会調査データ活用セミナー

講師：御手洗由佳

運営補助：池田 岳大

立教大学
社会情報教育研究センター
社会調査部会 助教

立教大学
社会情報教育研究センター
社会調査部会 助教

お問い合わせ：立教大学社会情報教育研究センター事務局

03-3985-4459 csi-seminarinfo@rikkyo.ac.jp

開催概要

社会調査データの
使い方・探し方
データアーカイブ活用法


